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れ
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句
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典
拠
を
め
ぐ

っ
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善

は
じ
め
に

今
日
、

『理
趣
経
』

は
経
題
の
前
に
勧
請
句
を
、
経

の

終
り
に
合
殺
と
廻
向
文
を
付
し
て
読
誦
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
付
加
句

の
典

拠
に
つ
い
て
、
加
藤
精
神

・
堀
内
寛
仁

・
西
村
問
紹

の
三
師
は
、
い
ず

れ
も
天
台
宗
所
用
の

『
例
時
作
法
』
を
手
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
が
、
推
測
の
域
を
出
る
も

の
で
は
な
い
。
私
は

か
つ
て
、
十
五
種

の

『
理
趣
経
』

古
写
本
、

四
種

の

『理
趣
三
昧
法

則
』
類

に
も
と
つ
い
て
付
加
句
の
付
加
年
代
を
考
察
し
、
付
加
句
は
お

そ
く
と

も
平
安
末
期
の
十
二
世
紀
後
半
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
の
結
論
を
踏
ま
え
て
、
往
生
伝

に
み
ら
れ
る

"合
殺
"
な
る
語
に
注
目
し
、
そ
の
分
析
を
通
し
て

『
理

趣
経
』
付
加
句
の
典
拠
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
い
。

往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺

往
生
伝
に
み
ら
れ

る
合
殺

に

つ
い

て

は
、
す

で
に
塩
入
良
道

・
西
村
問
紹
両
師
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
塩

入
師
は

『
続
本
朝
高
僧
伝
』
等
に

"念
仏
合
殺
"
の
記
述
が
あ

る
こ
と
と
、
こ
れ
ら
が

『
例
時
作
法
』
や
こ
の
作
法
中
に
み
ら
れ
る
五

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
四
巻
第
二
号

平
成
八
年
三
月

念
門
の
成
立
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。
ま
た
西
村
師
も
、
平
安
中
期
以
降

"
念
仏
合
殺
"
が

『
例
時
作

法
』
の
普
及
と
と
も
に

一
般
化
し
て
く
る
と
さ
れ
、
六
人

の
往
生
伝
中

に

"念
仏
合
殺
"
の
記
述
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
に
す
ぎ
な

.い
。
日
本
思
想
大
系
本

『往
生
伝

法
華
験
記
』

を
検
索

し

た
と

こ

ろ
、
表

一
の
ご
と
く
六
つ
の
往
生
伝

の
三
十

一
名

の
往
生
譚

の
な
か
に

"合
殺
"
な
る
語
を
見
出
す
こ
と
が

で
き

た
。
こ
の
な
か
通
番
号
③
と

3
1

の
教
懐
、
2
1と
2
6の
経
源
が
重
複
す
る
の
で
、
整
理
す
る
と
二
十
九

名
と
な
る
が
、

こ
の
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
と
考
え
る
。

二
十
九
名
の
往
生
者
を
年
代
的
に
み
る
と
、
も

っ
と
も
古
い
の
は
⑪

の
永
承
年
中

(
一
〇
四
六
～
五
二
)
に
往
生
し
た
正
範
で
あ
り
、
逆
に
新

し
い
の
は
3
0の
久
安
二
年

(
一
一四
六
)
に
往
生
し
た
老
尼
で
あ
り
、
約

一
世
紀
に
わ
た
る
。
ま
た
、
二
十
九
名

の
内
訳
は
僧
尼
が
十
九
名
、
俗

人
が
十
名
で
あ
り
、
僧
尼

の
な
か
に
は
京

・
南
都

・
比
叡
山

・
高
野
山

等
で
活
躍
し
た
も
の
か
ら
地
方

の
名
も
忘
れ
ら
れ
た
も

の
に
ま
で
お
よ

一
五
九

653



往
生
伝

に
み
ら
れ
る
合
殺

に

つ
い
て
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内
)

,

一
六
〇

表

一

合
殺

の
み
ら
れ
る
往
生
者

(紙
幅

の
関
係

か
ら
通
番
号
と

『
往
生
伝

法
華
験
記

』
に
付

さ
れ
た
作
品
番

号
、
往

生
者
名

の
み
を
記
す
)

び
、

一
方
俗
人
は
参
議

・
右
大
弁

・
国
守
ク
ラ
ス
か
ら
地
方
の
祢
宜

・

に
合
殺
し
て
終
れ
り
。
」

と
、

⑤
義
慶
伝
に

「
こ
こ
に
そ
の
行
業
を
尋

神
人
な
ど
に
い
た
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
地
域

的

に

は
、
京
畿
を
は
じ

ぬ
れ
ば
、
か
の
入
滅
の
日
衆
僧
を
嘱
請
し
て
念
仏
を
修
正
せ
し
む
。
相

め
、
東

は
越
前
、
西
は
出
雲

・
備
中
か
ら
九
州

の
筑
前

・
薩
摩
と
広
範

共
に
礼
仏
合
殺
し
て
、
休
む
が
ご
と
く
に
音
絶
え
ぬ
。
」
と
あ

る
ご

と

囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
合
殺
が
人

の
面
で
も
、
ま
た
地

く
、
臨
終
に
際
し
て
合
殺
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

域
的
に
も
比
較
的
広
範
囲
に
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
往
生
伝
中
に
み
ら
れ
る
合
殺
と
は
、

い
か
な
る
も
の
で

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
二
十
九
名

の
往
生
譚
の
な
か
、
合
殺
が
み
ら
れ

あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
場
面

は
ほ
ぼ
共
通
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
①
覚
尊
伝
に

「臨
終
正
念

合
殺
に
つ
い
て

合
殺
と
は
、
読
経

・
行

道
の
終
り
に
、
本
尊
の
名
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号
に
曲
調
を
整
え
て
繰
返
し
て
唱
え
る
こ
と
、
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
な
ぜ
読
経

・
行
道

の
終
り
に
唱
え
る
仏
様

の
名
号
を
合
殺
と

よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
。
こ

の
問
題

は
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
往
生
伝
に
み
ら
れ
る

合
殺
が

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。

往
生
伝
中
に
は
合
殺
が
単
独
で
み
ら
れ
る
が
、
通
常
合
殺
は
単
独
で

は
出
て
こ
な
い
。
い
い
か
え
る
と
、
合
殺
だ
け
が
単
独
で
唱
え
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。
よ
っ
て
、
往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
は
、
い

ず
れ
か

の
作
法
次
第
の

一
部
で
あ
ろ
う
と
想
わ
れ
る
。
往
生
伝
に
合
殺

が
み
ら
れ
る
平
安
末
期
ま
で
に
成
立
し
た
作
法
次
第
の
な
か
、
合
殺
が

み
ら

れ

る
も
の
に
(
一
)例
時
作
法
、
(
二
)
二
十
五
三
昧
式
、
(
三
)
理
趣
三
昧

法
則

の
三
つ
が
あ
る
。
こ

の
な

か

日
理
趣
三
昧
法
則
は
、
今
の
と
こ

ろ
そ

の
成
立
が
往
生
伝
の
合
殺
の
記
事
よ
り
も
遅
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、

こ
こ
で
は
参
考
に
は
な
ら

な

い
。

つ
い
で
(
二
)
二十
五
三
昧
式

で
あ
る
が
、
西
村
問
紹
師
は

「
或
本
云
次
合
殺
次
廻
向
」
な
る
語
句
の

み
ら
れ
る

一
写
本
を
典
拠

と

し
て
、
『例
時
作
法
』

の
成
立
年
代
を
十

世
紀
後
半
と
み
な
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
私
は

『
二
十
五
三
昧
式
』
に
合

殺
が
付

加
さ
れ
る
の
は
後
世
で
あ

っ
て
、
少
な
く
と
も
今
日
残
る
資
料

か
ら
は
鎌
倉
時
代
ま
で
し
か
遡
り
え
な
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の

四

つ
の
理
由
に
よ
る
。
第

一
は
、
合
殺
が
具
体
的
に
記
さ
れ
た
も

っ
と

も
古
い

『
二
十
五
三
昧
式
』
は
鎌
倉
中
期
写

の
金
剛
三
昧
院
本
で
あ
る

こ
と
。
第
二
は
、
金
剛
三
昧
院
本
に
は

「此
式
者
見
合
恵
心
僧
都
起
請

往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
に
つ
い
て

(武

内
)

二
通

/
井
雲
林
院
式
世
流
布
式
等
書
出
也
」
な
る
奥
書
が

あ

る

が
、
こ
れ
と
同
じ
奥
書
を
も

つ
青
蓮
院
本
は
江
戸
初
期
の
写
本
で
あ
る

こ
と
。
第
三
は
、
大
原
勝
林
院
に
や
は
り
合
殺
を
記
す

『
二
十
五
三
昧

式
』
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
書
写
年
代
は
江
戸
末
期
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
第
四
は
、
…鎌
倉
時
代
に
書
写
お
よ
び
始
修
さ

れ
た

『
二
十
五
三
昧
式
』
に
、
(
1
)
金
剛
三
昧
院
蔵
甲
本
…
…
建
保
五
年

二

二

一
七
)
始
修
、
(
2
)勝
林
院
蔵
魚
山
本

…
…
承
久
二
年

(
一
二
二

〇
)
始
修
、
(
3
)同
魚
山
本
(
十
)……
承
久
四
年
草
、
(
4
)
金
剛
三
昧
院
蔵
乙

本
…
…
貞
応
三
年

(
一
二
二
四
)
始
修
、
(
5
)
勝
林
院
蔵
魚
山
本
(
九
)
…
…
嘉

禎
四
年

(
一
二
三
八
)
始
修
、

の
五
本
あ
る
が
、
こ
れ
ら
五
本
に
は
い

ず
れ
に
も
合
殺
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
よ
り
、
往
生
伝
に
み
ら
れ

る
合
殺
を
論
ず
る
場
合
、
『
二
十
五
三
昧
式
』
も
参
考
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

最
後
に
残

っ
た
の
は

『
例
時
作
法
』
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、

往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
は
、
『
例
時
作
法
』
の
合

殺

で
あ

っ
た
と
み

な
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
三

つ
の
理
由
に
よ
る
。
第

一

は
、
(
2
2
)

行
範

の
伝
に
、
「
即
ち
浄
侶
を
嘱

し

て
、
共
に
阿
弥
陀
経
を
読

み
、
二
遍
廻
向
す
。
合
殺
の
間
、
寂
に
し
て

気
絶

え

ぬ
。
」
と
あ
る
ご

と
く
、
合
殺
と
と
も
に

『
阿
弥
陀
経
』

の
読

誦
と
廻
向
を
と
も
な
う
記

事
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
廻
向
は
③
教
壊
の
伝
に
も

「
衆
僧
を
相

勧

め
、
同
音
に
念
仏
し
て
合
殺
廻
向
せ
り
」

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
『例
時
作
法
』
が

『
阿
弥
陀
経
』
の
あ
と
に
合
殺
、
合
殺

の
あ

と

一
六
一
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往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
に
つ
い
て

(武
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に
廻
向

を
唱
え
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
と
の
関
連
か
ら
、
注
目
し

て
よ
い
と
考
え
る
。
第
二
は
、
「長
音
に
合

殺

せ
り
」
と
記
す
も

の
が

⑩
順
源

と
⑪
正
範
の
伝
に
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も

『
例
時
作

法
』
の
合
殺
の
唱
え
方
と
符
号
す
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
し
て
よ
い
。

第
三
は
、
⑧
藤
井
久
任
の
伝
に

「
僧
徒
に
謂
ひ
て
云
は
く
、
先
づ
臓
法

を
行
ひ
て
、
合
殺
の
時
に
至
り
て
、
火
を
置
く
べ
し
」
と
、
2
4菅
原
順

季
の
伝

に

「僧
徒
を
嘱
し
て
、

念
仏
三
昧

を
修
し
、
法
花
懴
法

を
行

ず
。
其

の
第
七
日
結
願
啓
白
の
夕
、
自
他
声
を
合
せ
、
念
仏
合
殺
す
。

其

の
体
寝
る
が
如
く
、
寂

と

し

て
気
絶

え
ぬ
」
と
、
合
殺
と
と
も
に

法
華
懴
法
の
記
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
『
梁
塵

秘
抄
口
伝
集
』
巻
十
に

「
あ
し
た
に
は
懴
法
を

よ
み

て
六
根

を
懴
悔

し
、
夕
に
は
阿
弥
陀
経
を
よ
み
て
西
方
の
九
品
往
生
を
祈
る
事
、
五
十

日
つ
と
め
祈
り
き
」
と
あ

っ
て
、
日
本
天
台
で
は
朝
に
法
華
懴
法
を
、

夕
に

『
例
時
作
法
』
を
実
修
す
る
習
慣
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
懴
法
と
と
も
に
み
ら
れ
る
合
殺
は
、
あ
る
い
は

『
例
時
作
法
』
の

そ
れ
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。
以
上
よ
り
、
往
生
伝
に
み
ら
れ
る

合
殺
は
、
『
例
時
作
法
』

の
合
殺
と
み
て
大
過
な
い
と
考
え
る
。

で
は
、
『
例
時
作
法
』

の
成
立
は
い
つ
か
と

な

ら
ば
、
ま
だ
定
説
を

み
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
『例
時
作
法
』
は
、
円
仁
が
中
国
五

台
山
で
法
照
が
行
な
っ
て
い
た
五
会
念
仏

(引
声
念
仏
)
を

わ
が
国

に

将
来
し
、
仁
寿
元
年

(八
五

一
)
叡
山
東
塔

の
常
行
三
昧
院

で
は
じ
め

て
修
し
た
と
き
の
次
第
で
、
声
に
高
低

・
長

短

を

つ
け

て

『
阿
弥
陀

一
六
二

経
』
を
読
誦
す
る
作
法
を
記
し
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
円
仁
が

『例
時

作
法
』
を
作

っ
た
と
の
確
証
は
な
い
が
、
安
然
の

『
金
剛
界
大
法
対
受

記
』
第
六
に

「慈
覚
大
師
入

五
台
山

学

其
音
曲

以
伝

睿
山

此

有

長
声
合
殺
五
声
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
然
の
時
代
に

は
円
仁
が
長
声
合
殺
五
声
を
わ
が
国
に
伝
え

た
こ
と
、
合
殺
の
名
が
す

で
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
に
、
塩
入
良
道
師
が

敦
煌
本

の
礼
懴
S
1
3
0
6

と

『例
時
作
法
』
と
の
間
に
密
接
な
結
び
つ
き
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
S
1
3
0
6

が

『例
時
作
法
』

の
成
立
に
何
ら
か
の

関
わ
り
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ひ
い
て
は
円
仁
が

『例
時
作
法
』

の
原
型
を
相
伝

・
請
来
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

合
せ
る
な
ら
ば
、
往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺

は

『
例
時
作
法
』

の
そ
れ

を
さ
し
た
も

の
と
み
て
差
し
つ
か
え
な
い
、
と
考
え
る
。

拾
遺

・
後
拾
遺
往
生
伝
の
著
者
と
そ
の
著
述
姿
勢

最
後

に
、
往
生

伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
の
記
述
の
信
愚
性
に
つ
い
て
み
て
お
き
た
い
。

臨
終
に
際
し
て
合
殺
を
唱
え
た
往
生
者
を
多
く

記
す

往
生

伝

は
、

『拾
遺
往
生
伝
』
と

『後
拾
遺
往
生
伝
』
で

あ

る
。
こ

の
二
つ
の
往
生

伝
の
作
者
は
、
保
延
五
年

(
一
一三
九
)
八
月
四
日
、
九
十

一
歳
で
往
生

を
と
げ
た
三
善
為
康
で
あ

っ
た
。
幸
い
に
も

二
つ
の
往
生

伝

の
序

文

に
、
為
康
自
身
の
体
験
と
そ
れ
に
も
と
つ
く
執
筆

の
動
機

・
目
的
が
記

さ
れ
、
『本
朝
新
修
往
生
伝
』
に
為
康
の
往
生
譚
が
収
め
ら
れ

て

い
る

の
で
、
為
康
の
人
と
な
り
と
往
生
伝
執
筆

の
態
度
を
み
て
お
き
た
い
。

為
康
は
、
永
承
四
年

(
一
〇
四
九
)
越
中
国

に
生

ま
れ
、
十
八
歳
で
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上
京
し
算
博
士
三
善
為
長
の
門
弟
と

な
り
、

の
ち
養
子
と

な

っ
た
。

為
康
は
算
道
だ
け
で
な
く
紀
伝
道
も
兼
学
し
、
し
ば
し
ば
省
試
に
臨
ん

だ
が

つ
い
に
及
第
し
な
か

っ
た
。
堀
河
天
皇

の
と
き
、
算
博
士
に
任
ぜ

ら
れ
、
諸
陵
頭

・
員
外

の
越
州
介
を
兼
ね
た
。
彼

の
生
涯
を
通
し
て
特

筆
さ
れ

る
べ
き
こ
と
は
、
幼
少
の
と
き
か
ら
の
仏
道

へ
の
帰
依

.
信
仰

で
あ
る
。
特
に
、
五
十
歳

の
承
徳
二
年

(
一
〇
九
八
)
八
月
四
日
、
暁
の

夢
に
阿
弥
陀
如
来
が
あ
ら
わ
れ

「汝
が
命
根
い
ま
だ
尽
き
ざ
れ
ば
、
こ

の
度
は
迎
え
ず
。
な
ん
ぢ
質
直
の
心
あ
れ
ば
、
先
ず
来
り
告
ぐ
る
と
こ

ろ
な
り
」
と
弥
陀
の
来
迎
を
約
束

さ
れ

た
と

い
う
。
ま
た
康
和
元
年

(
一
〇
九
九
)
九
月
十
三
日
か
ら
の
九
日
間
、
天
王
寺
に
参
籠
し
て
百
万

遍

の
念
仏
を
行
じ
、
往
生
の
証

と

し
て
舎
利
の
出
現
を
祈

っ
た
と

こ

ろ
、
三
粒

の
舎
利
を
得
、
往
生
を
確
信
し
た
と
自
ら
記
し
て
い
る
。
さ

ら
に
舎
利
三
粒
を
得
た
こ
ど
に
よ
り
、
そ
れ
以
後
は
婬
欲
の
こ
と
を
断

ち
、
、
い
よ
い
よ
念
仏
を
修
し
、
経
論
の
中
か
ら
往
生
に
関
す
る
こ
と
を

抄
出
し
て

『世
俗
往
生
決
疑
』
を
著
わ
し
、
ま
た
往
生
人
を
訪
ね
、
随

喜
し
て
そ
の
行
歴
を
記
し
た
の
が

『
拾
遺
』
『後
拾
遺
』
二

つ
の
往
生

伝
で
あ

っ
た
と
い
う
。
永
久
四
年

(
一
一
一
六
)
か
ら
は
、
臨
終
の
と
き

の
魔
障
を
撰
ん
が
た
め
に
、
日
毎
に

『
心
経
』
三
百
巻
を
読
み
、
大
治

三
年

(
一
一二
八
)
秋
に
は
、
自

ら
如
法

に

『法
華
経
』
を
書
写

し
、

こ
れ
以
後
酒
を
断
ち
、
終
身

の

つ
と

め
と

し
て
毎
日

『
心
経
』
三
百

巻
、
念
仏

一
万
遍
、
『阿
弥
陀
経
』
九
巻
、
『
金
剛
般
若
経
』
三
巻
、
如

意
輪
の
大
咒
千
遍
を
闕
か
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
か
よ
う
に
為
康
の
後

往
生
伝
に
み
ら
れ
る
合
殺
に
つ
い
て

(武

内
)

半
生
は
、
約
束
さ
れ
た
阿
弥
陀
の
来
迎
に
む
け
て
の
、
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
を
知
ら
な
い
念
仏
と
誦
経
の
日
々
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
て
、
保
延
五

年

(
一
一三
九
)
六
月
、
終
焉
の
と
き

を
知

っ
た
為
康
は
、
七
月
二
十

七
日
か
ら
僧
侶
を
嘱
請
し
て
法
華
懴
法
を
行

な
い
、
懴
法
結
願
の
日
で

あ
る
八
月
四
日
の
後
夜
、
西
に
向
っ
て
往
生
し
た
、
と
い
う
。

以
上
の
ご
と
く
、
為
康
は
西
方
往
生
を
熱
烈
に
願

っ
て
い
た

一
人
で

あ

っ
た
の
で
、
往
生
者

の
臨
終
行
儀
と
か
往
生
の
あ
り
様
に
は
、
殊
の

ほ
か
関
心
を
も
ち
、
往
生
者
を
訪
ね
、
随
喜
し
て
そ
の
往
生
の
様
を
二

つ
の
往
生
伝
に
記
し
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
二
つ
の
往

生
伝
に
記
さ
れ
た

一
六
九
名
に
の
ぼ
る
往
生
者

の
臨
終

の
様
は
、
必
ず

や
自
ら
の
往
生
行
儀

の
参
考
に
資
さ
れ
た
も

の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
各

人
の
往
生
行
儀

の
記
述
に
は
細
心
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
こ
れ
よ
り
、
為
康
の
往
生
伝
の
記

述

は
信

じ

て
よ
い
。

結
語

以
上
よ
り
、
合
殺
の
み
ら
れ
る
往
生
者
が
活
躍
し
た
十

一
世

紀
か
ら
十
二
世
紀
当
時
、
臨
終
に
際
し
て
合
殺
を
唱
え
る
こ
と
が
流
行

し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
合
殺
の
流
行
を
う
け
て
、
真
言
宗

で
も
合
殺
を
含
む
作
法
が
考
え
出
さ
れ
、
そ
れ
が

『
理
趣
三
昧
法
則
』

で
あ
り
、

の
ち
の

『
理
趣
経
』
付
加
句

で
あ

っ
た
と

考

え
る
。
し
た

が

っ
て
、
『
理
趣
経
』
の
付
加
句
は
、
お
そ
ら
く
天
台
宗

所
用

の

『例

時
作
法
』
を
典
拠
と
し
て
付
加
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
、
と
考
え
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

往
生
伝
、
合
殺
、
『理
趣
経
』
付
加
句
、
例
時
作
法

(高
野
山
大
学
助
教
授
)

一
六
三
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